
問

西
目
地
内
で
昨
年
末

に
起
き
た
土
砂
災
害
は
、

月

日
午
後
５
時
に
避

11

28

難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
。

避
難
者
に
と
っ
て
は
こ

れ
で
終
わ
り
と
は
な
ら

ず
、
再
開
に
向
け
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
、
今
後

の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

月

日
に
全
て

11

28

の
世
帯
が
年
内
に
帰
宅
す

る
意
向
で
あ
っ
た
。

避
難
者
の
健
康
観
察
に

つ
い
て
は
、

月

日
に

11

30

保
健
師
が
電
話
で
確
認
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
落

ち
着
い
た
頃
に
、
改
め
て

自
宅
を
訪
問
す
る
。

問

地
す
べ
り
工
事
は
継

続
し
て
お
り
、
県
道
は
未

だ
通
行
止
め
の
ま
ま
だ
。

市
道
の
通
行
止
め
解
除

を
含
め
、
今
後
の
工
事
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

市
長

市
道
は
、
民
間
所

有
地
に
あ
る
崩
落
土
砂
や

が
れ
き
の
搬
出
作
業
が
、

年
内
に
完
了
す
る
見
通
し

だ
。県

道
も
、
年
内
に
は
土

砂
搬
出
車
両
が
減
り
、
現

在
、
規
制
解
除
の
具
体
的

な
時
期
等
に
つ
い
て
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
市
発
注
工
事
で
は
、

今
年
度
内
に
が
れ
き
の
分

別
処
分
、
及
び
民
間
所
有

地
の
整
地
を
完
了
す
べ
く

作
業
を
進
め
て
い
る
。

県
発
注
工
事
は
現
在
、

地
す
べ
り
が
発
生
し
た
箇

所
の
土
砂
を
取
り
除
く
作

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
地
下
水
排
除

工
や
斜
面
補
強
の
た
め
の

法
枠
工
、
水
路
の
設
置
な

ど
を
行
う
予
定
だ
。

問

本
市
で
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
個
所
は
１
０
１
５
か
所

あ
り
、
今
年
度
点
検
が
行

わ
れ
て
い
る
個
所
数
や
、

今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

市
長

点
検
の
結
果
、
対

策
が
必
要
な
箇
所
（
Ａ
）

が
当
初
１
箇
所
は
、
復
旧

工
事
済
み
の
た
め
０
、

対
策
工
事
継
続
中
の
箇

所
（
Ａ
１
）
が
２
箇
所
。

経
過
観
察
が
必
要
な
箇

所
（
Ｂ
）
は

箇
所
だ
が
、

15

１
箇
所
の
樹
木
伐
採
を
行

い
、

箇
所
で
あ
る
。

14
来
年
度
以
降
、
住
家
に

影
響
の
あ
る
７
５
７
箇
所

と
、
経
過
観
察
が
必
要
な

箇
所
を
含
む
１
５
０
箇

14所
を
順
次
点
検
し
、
５
年

間
で
す
べ
て
を
点
検
す
る

予
定
だ
。

対
策
が
必
要
な
箇
所
に

つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し

て
対
応
を
協
議
す
る
。
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鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
が
５
日
に
開
会
さ
れ
、
日

12

本
共
産
党
を
代
表
し
て
坂
本
昌
栄
議
員
が
、
①
西
目
地

内
土
砂
災
害
、
②
農
業
、
③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
戦
略
、

④
か
た
く
り
温
泉
の
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
に
つ
い
て
、
総

括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

西
目
土
砂
災
害

今
後
の
支
援
は

ࢨ

ž
ѽ
ಸ
Ǆ
ܗ
Ƙ
ƽ
ـ
ؙ
ࢠ
ௗ
Ǆ

▽
来
年
度
、
県
立
高
校
再
編
整
備
基
本

計
画
策
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
行
計
画
は
２
０
１
５
年
に
策
定
さ

れ
た
も
の
で
、
２
０
２
４
年
度
ま
で
の

カ
年
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
田
川
地
区
で
は
こ
の
間
、
２
０
１
５

年
に
山
添
高
校
が
鶴
岡
南
高
校
に
統
合

さ
れ
２
０
２
０
年
に
閉
校
。
２
０
２
２

年
に
鶴
岡
南
通
信
制
と
鶴
岡
工
業
定
時

制
が
廃
止
さ
れ
て
庄
内
総
合
高
校
に
新

設
。
２
０
２
４
年
に
鶴
岡
北
高
校
と
鶴

岡
南
高
校
が
統
合
さ
れ
て
致
道
館
高
校

が
致
道
館
中
学
校
と
合
わ
せ
て
開
設
。

等
の
再
編
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

▽
山
添
校
廃
止
と
鶴
岡
市
内
に
あ
っ
た

通
信
制
・
定

時
制
の
廃
止

は
、
細
や
か

な
支
援
を
必

要
と
す
る
生

徒
へ
の
支
援

庄内総合高校を視察

の
縮
小
と
な
り
ま
し
た
。

地
区
の
上
位
進
学
校
２
校
の
中
高
一

貫
校
化
は
受
験
競
争
の
低
年
齢
化
、
一

貫
中
高
で
の
生
徒
の
均
質
化
、
市
立
中

学
校
と
の
格
差
の
発
生
等
々
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
来
年
度
の
一
貫
中
学
の
志
願

倍
率
は
２
・

倍
と
い
い
ま
す
。

人

21

120

程
の
小
学
６
年
生
が
不
合
格
を
体
験
し

て
、
他
の
中
学
校
に
進
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
市
立
中
学
校
で
の
ゆ
き
と
ど
い

た
支
援
と
、
一
貫
中
学
校
に
劣
ら
ぬ
教

育
内
容
へ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▽
私
は
こ
れ
ま
で
の
再
編
の
問
題
点
を

議
会
で
唯
一
指
摘
し
反
対
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
加
茂
水
産
高
校
と
庄
内
農

業
高
校
・
鶴
岡
中
央
高
校
の
統
合
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
校
の
あ
り
方

を
大
き
く
変
え
る
も
の
と
な
る
こ
と
は

不
可
避
で
す
。
高
校
生
が
希
望
を
持
て

る
整
備
・
充
実
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

問

本
市
の
今
年
８
月
の

平
均
気
温
は

・
６
度
、

29

最
高
気
温
は

・
７
度
、

38

雨
量
は

・
５
㎜
、
日
照

31

時
間
も
例
年
１
・
５
倍
程

で
３
１
８
・
１
時
間
の
酷

暑
だ
っ
た
。

本
市
の
農
作
物
に
お
け

る
異
常
気
象
の
影
響
と
現

状
は
ど
う
か
。

市
長

水
稲
は
、
登
熟
期

間
中
の
高
温
少
雨
に
よ
り

白
未
熟
粒
が
発
生
し
、
庄

内
全
体
で
一
等
米
比
率
が

・
１
％
と
大
幅
に
低
下

17し
て
い
る
。

品
種
別
で
は
「
は
え
ぬ

き
」
が
７
・
１
％
、
「
つ

や
姫
」
が
６
・
８
％
、「
雪

若
丸
」
が
６
・
２
％
と
な

っ
て
い
る
。

作
況
指
数
が

と
「
平

99

年
並
み
」
だ
が
、

㌃
当

10

異
常
気
象
の
農
作
物
へ
の
影
響
は

た
り
の
単
収
は
前
年
比
15

㎏
減
の
５
８
２
㎏
に
と
ど

ま
る
。

そ
ば
は
、
開
花
期
間
中

の
高
温
に
よ
り
結
実
数
が

少
な
く
、
一
部
地
域
で
は

市
の
標
準
単
収
の
３
割
程

度
と
な
っ
て
い
る
。

大
豆
は
「
エ
ン
レ
イ
」

な
ど
の
中
生
・
晩
生
品
種

で
は
概
ね
平
年
並
み
の
見

込
み
だ
が
、
早
生
品
種
の

「
リ
ュ
ウ
ホ
ウ
」
で
は
早

く
黄
化
・
落
葉
し
た
こ
と

で
子
実
が
小
さ
く
な
り
、

例
年
の
４
割
程
度
の
収
量

と
見
込
ま
れ
る
。

収
量
や
品
質
に
著
し
い

低
下
が
あ
り
、
生
産
者
に

と
っ
て
営
農
継
続
の
意
欲

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



問

観
光
需
要
は
高
ま
り

を
見
せ
て
い
る
が
、
東
京

や
京
都
、
大
阪
な
ど
に
は

外
国
人
観
光
客
が
押
し
寄

せ
る
一
方
、
至
る
と
こ
ろ

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
起
き
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
現
状
は
。

市
長

本
年
１
月
か
ら
８

月
ま
で
の
市
内
へ
の
外
国

人
宿
泊
客
数
は
約
４
０
０

０
人
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

令
和
元
年
と
比
べ
た
場
合

は
約
５
割
で
あ
り
、
ま
だ

復
調
し
て
い
る
状
況
に
は

な
い
。

８
月
か
ら
市
の
観
光
案

内
所
な
ど
で
実
施
し
て
い

る
外
国
人
来
訪
者
調
査
で

は
、
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
約
８
割
を
占
め
、
そ

の
多
く
が
出
羽
三
山
を
訪

問
し
て
い
る
。

市
内
へ
の
宿
泊
日
数
は

２
泊
が
約
４
割
、
３
泊
が

約
２
割
で
あ
り
、
出
羽
三

山
以
外
の
観
光
地
へ
の
訪

問
が
少
な
い
状
況
だ
。

問

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
地

域
の
魅
力
を
い
か
に
発
信

し
、
移
動
手
段
の
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
、
宿
泊
所
や
飲

食
店
、
通
訳
等
の
確
保
が

重
要
と
考
え
る
。

現
在
本
市
で
は
人
材
手

不
足
に
よ
る
観
光
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
飲
食
店
の
減

少
等
、
厳
し
い
現
状
だ
。

今
後
受
け
皿
と
な
る
事

業
者
の
範
囲
を
広
げ
、
聞

き
取
り
調
査
や
意
見
交
換

会
等
を
検
討
す
る
べ
き
だ

が
見
解
は
ど
う
か
。

市
長

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡

大
を
重
点
に
検
討
を
進

め
、
６
月
か
ら
３
回
に
わ

た
り
、
有
識
者
や
市
内
の

観
光
関
係
者
７
人
で
構
成

す
る
策
定
委
員
会
を
開
催

し
て
い
る
。

７
月
に
、
欧
米
豪
か
ら

の
外
国
人
が
増
加
し
て
い

る
出
羽
三
山
で
の
現
状

と
、
課
題
に
つ
い
て
聞
き

取
り
を
行
っ
た
。

今
月
４
回
目
の
委
員
会

を
開
催
し
、
年
明
け
１
月

に
は
、
幅
広
く
意
見
交
換

を
行
い
、
プ
ラ
ン
を
ま
と

め
、
２
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

建築課入札結果
12月7日入札分

・市大山コミュニティセンター第二期解体・外構工事（友江町23番2ほ
か）（入札11業者うち6業者辞退）
(株)三浦土建 123,900,000円（124,400,000円）工期～6/7/12（落札率99.60％）

下水道課入札結果
12月5日入札分

・市公共下水道事業 宮嶋屋前マンホールポンプ場改良工事（湯野浜一
丁目地内）（入札4業者うち2業者辞退）
(株)山本組 47,900,000円（49,610,000円）工期～6/3/29（落札率96.55％）

国
際
村
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
泉
川
友
樹
氏

（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所

特
別
研
究
員
）
で
す
。

日
中
関
係
に
つ
い
て

は
、
条
約
、
貿
易
、
人
的

往
来
な
ど
の
数
値
を
示

し
、
「
い
か
に
両
国
の
結

び
つ
き
が
強
い
か
、
重
要

な
の
は
事
実
に
基
づ
き
具

体
的
に
述
べ
る
こ
と
」
と

話
し
ま
し
た
。

今
年
３
月
、
第

管
区

11

海
上
保
安
本
部
長
の
離
任

会
見
で
「
尖
閣
情
勢
激
化

感
じ
な
い
」
と
の
見
解
を
、

大
手
紙
は
報
じ
ず
、
地
元

の
琉
球
新
報
が
報
じ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。今

年
５
月
に
、
志
位
委

員
長
と
中
国
大
使
と
会
談

し
た
記
事
も
示
し
、

日
中
間
の
前
向
き
の
打

開
の
た
め
に
、

①
互
い
に
脅
威
に
な
ら

な
い
、

②
対
話
と
協
議
で
尖
閣

問
題
を
解
決
、

③
東
ア
ジ
ア
の
平
和
の

枠
組
み
に
賛
意
、
は
日
本

政
府
も
中
国
も
歓
迎
す
る

中
身
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

党
市
議
団
の
４
人
も
参

加
し
ま
し
た
。

旧
日
本
軍
が
、
ハ
ワ
イ

真
珠
湾
を
攻
撃
し
、
太
平

洋
戦
争
に
突
入
し
た

月
12

８
日
、
「
憲
法
と
平
和
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

『
台
湾
有
事
』
と
『
中
国

脅
威
論
』
を
考
え
る
！
」

市
民
集
会
が
、
出
羽
庄
内

（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

今
後
の
異
常
気
象
に

対
す
る
品
質
や
技
術
の
対

策
は
ど
う
か
。

市
長

市
で
は
８
月
以

降
、
農
産
物
高
温
対
策
本

部
を
設
置
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
水
管
理
の

徹
底
や
適
期
刈
り
取
り
な

ど
の
情
報
発
信
と
、
被
害

状
況
の
集
約
や
共
有
に
努

め
た
。

県
で
は
、
高
温
に
強
い

「
雪
若
丸
」
の
作
付
面
積

の
拡
大
や
、
高
温
耐
性
を

持
つ
品
種
開
発
の
加
速
を

検
討
し
て
お
り
、
県
と
連

携
し
て
高
温
へ
の
適
応
策

の
強
化
に
努
め
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

問

か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん

ぼ
は
、
前
榎
本
市
長
の
下
、

平
成

年
度
に
閉
館
の
方

28

針
が
出
さ
れ
、
行
政
目
的

を
も
た
な
い
普
通
財
産
と

な
り
、
支
援
の
範
囲
が
狭

め
ら
れ
た
こ
と
が
、
現
在

の
状
況
を
生
み
出
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
及
び

健
康
の
里
ふ
っ
く
ら
の
介

護
予
防
事
業
に
つ
い
て
の

評
価
と
、
今
後
の
対
応
は

ど
う
か
。

市
長

温
泉
入
浴
事
業

は
、

日
間
で
延
べ
１
万

71

６
２
０
人
、
１
日
あ
た
り

で
約
１
５
０
人
の
利
用
が

あ
り
、
当
初
の
目
標
を
上

回
っ
た
。

多
く
の
地
域
住
民
が
集

い
、
交
流
や
憩
い
の
場
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

隣
接
す
る
健
康
の
里
ふ

っ
く
ら
で
の
介
護
予
防
事

業
等
も
、
温
泉
入
浴
と
組

み
合
わ
せ
た
取
組
み
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
新

規
参
加
者
が
増
加
し
て
い

る
。

ぼ
ん
ぼ
・
ふ
っ
く
ら

今
後
の
事
業
は

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
が

契
機
と
な
り
、
朝
日
地

域
に
お
け
る
施
設
を
活

用
し
た
事
業
の
必
要
性

を
改
め
て
認
識
し
た
。

問

か
た
く
り
温
泉
施

設
の
修
繕
及
び
点
検
経

費
と
し
て
２
４
１
３
万

６
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ

ー
導
入
等
の
検
討
も
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

市
長

月
に
実
施
事
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業
者
の
公
募
を
行
い
、

来
年
１
月
に
は
実
施
事

業
者
を
選
定
す
る
。

今
回
ト
ラ
イ
ア
ル
に

参
加
し
た
事
業
者
も
応

募
を
予
定
し
、
来
年
４
月

か
ら
の
か
た
く
り
温
泉
ぼ

ん
ぼ
の
運
営
に
取
組
む
意

向
を
示
し
て
い
る
。

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
で
確

認
さ
れ
た
温
泉
施
設
の
不

具
合
箇
所
を
市
で
精
査

し
、
そ
の
箇
所
を
修
繕
し
、

来
年
４
月
か
ら
の
再
開
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

介
護
予
防
・
健
康
増
進

事
業
等
の
継
続
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
の
推
進
や
森
林
資

源
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る

観
点
か
ら
も
重
要
と
考
え

て
お
り
、
今
後
の
ボ
イ
ラ

ー
更
新
の
検
討
の
中
で
研

究
し
て
い
く
。

今
回
の
修
繕
経
費
の
主

な
も
の
は
、
源
泉
か
ら
鉄

分
等
を
取
り
除
く
ろ
過
装

置
、
除
鉄
装
置
、
源
泉
ポ

ン
プ
の
交
換
修
繕
等
で
あ

り
、
点
検
経
費
の
主
な
も

の
は
、
電
気
設
備
や
熱
交

換
器
、
貯
湯
槽
の
点
検
と

な
っ
て
い
る
。


